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「都市機能・観光」の⽅針を達成するため、施策の⽅向性として、「市街地内を結ぶ回遊軸の強化」、「新庁
舎・図書館を中⼼とした市街地の魅⼒の向上」、「地域資源を結ぶ観光の拠点整備」を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）関係性の強い現状・課題及び施策の方向性 

「都市機能・観光」の具体施策 ６-１ 

 市全域  都市機能誘導区域（中⼼エリア） 

◇回遊性 
・⾨前町として栄えた商業地の活性化を図るために、
駅   回遊性 ⾼  徒歩 ⾃転⾞ 買   
等を楽しめる市街地にする必要がある。 

・駅からのアプローチを強化し、観光客の購買意欲を
⾼める等の取り組みが必要。 

 市街地  移動⼿段     ⾃動⾞ 多    
おり、鉄道やバスはほとんど使われていない。 

◇都市機能の集積 
・新庁舎 図書館 市⺠      他⽂化施設 善
通寺駅周辺 集中  ⽴地      

・市庁舎が JR 善通寺駅より200mの市中⼼部で建
替えられる予定である。 

◇商業の衰退 
・本市で従業する就業者数は減少し続けている。 
・商業の販売額は減少傾向にあり、特に⼩売業で
減少が顕著である。 

 
 
 
 
 
 

◇観光の状況 
・市内には、四国⼋⼗⼋ヶ所霊
場第 72 番から第 76 番まで
５つの四国霊場札所が点在
している。 

・中⼼部には、総本⼭善通寺・
観光交流    等 拠点 
  施設 ⽴地      

・中⼼部のおしゃべり広場では
観光パンフレットやレンタサイク
ルも常備されている。 

 
市街地内を結ぶ 
回遊軸の強化 

 
地域資源を結ぶ 
観光の拠点整備 

 
新庁舎・図書館を中⼼と 
した市街地の魅⼒の向上 

施策の⽅向性１ 施策の⽅向性２ 施策の⽅向性３ 
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■市街地内を結ぶ回遊軸の強化に関する具体施策 

 市街地    商店等 空 店舗化  新  商業施設 IC周辺 国道沿        ⾞型 都市構造
              市街地内 回遊軸 強化  多  ⼈ 賑   歩     市街地 ⽬指  以下 
具体施策 展開     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）具体施策 

－ 具体施策 － 
 
◇観光施設 商店街 連携   中⼼    回遊性 向上 

 中⼼    観光施設 商店街       化 
 観光客       流動 回遊性 向上 
 観光施設及 商店街 双⽅ 活性化 
               設置 

◇市街地景観    
 花    修景  花      事業（       事業          活動事業） 実施  
 瀬⼾内国際芸術祭 併      活   景観    

施策 ⽅向性１ 

市街地内 結 回遊軸 強化 

視点１ 
回遊性 

⾚字 新規施策 
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■新庁舎・図書館を中心とした市街地の魅力の向上に関する具体施策 

市庁舎は建替えが予定されており、市街地の活性化に向け、新庁舎建設がきっかけとなることが求められます。
そこで、新庁舎と新たに整備される図書館を中⼼に、市街地の都市機能を再編し、さら  魅⼒ 向上 努 る
こととし、以下の具体施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
－ 具体施策 － 

◇図書館 充実 
 図書館資料 充実 地域 情報収集 発信 企画展 開催 
 講演会 継続 学習 機会 提供 四国学院⼤学  連携 
 新図書館 整備 他施設  複合化 
 

◇中⼼市街地 活性化 
 関係機関  連携 強化 空 店舗対策事業   施策 実施（中⼼市街地活性化事業 空 

店舗等活⽤⽀援事業） 
 中⼼市街地 既存商店等 ⽀援 
     等 ⾝近 商業施設 誘導 

⾚字 新規施策 

新庁舎 図書館 中⼼   市街地 魅⼒ 向上 
施策 ⽅向性２ 視点２ 

都市機能 
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－ 具体施策 － 

 
◇新  観光      周遊    開発 

 市内 点在  複数 観光資源 組 合   新  観光      周遊    開発（旧善通寺偕⾏
社 ⾚   倉庫 有岡古墳群  ） 

 旅⾏商材 開発 新  地域資源 発掘 
◇⽂化       充実 

 魅⼒  ⽂化⾏事 企画 開催    市⺠  協働 
 既存施設 活⽤  多様 芸術 ⽂化 鑑賞  機会 活動成果 発表  機会 充実 

◇⽂化財 活⽤ 
 啓発活動 講座 展⽰  ⽂化財 対  市⺠  意識 向上 
 ⽂化財 通  情報発信 交流活動  活⽤ 
 ⽇本遺産  登録 推進 

◇芸術 ⽂化団体 指導者 育成 
 各種芸術 ⽂化団体 育成 ⽀援 
 指導者        育成 確保 
 市⺠ ⾃主的 芸術 ⽂化活動 ⼀層 活発化 促進 

◇観光          育成 
 観光   養成講座 開講 
 TMO 等 連携         （⼈材）育成 

◇観光拠点 充実 
  遍路   観光客 市⺠ 集 交流 情報発信 拠点 ⽬指 善通寺市観光交流          

実施 観光情報 発信 
 善通寺市観光交流      ⾜湯 供待（    ） 湯  運営 
 公共交通結節点    観光案内機能 充実 
 IT 機能 活⽤  観光 周遊機能 充実 

◇広域観光 推進 
 近隣市町 ⺠間事業者等 組織  広域観光       強化 
 国 進  新  地域観光事業推進主体（⽇本版 DMO） 動向 注視 
 県外   観光 交流⼈⼝ 拡⼤ 
 中讃   広域  周遊      

■地域資源を結ぶ観光の拠点整備に関する具体施策 

市の商業販売額が減少する等、活気が失われ
つつあるなかで、本市には５つの札所を始め、多く
の歴史・⽂化の観光資源があります。そこで、本市
の豊富な歴史・⽂化の拠点整備・ネットワークの
構築等を図り、より多くの⼈が本市に訪れたくなる
よう、以下の具体施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域資源を結ぶ観光の拠点整備 

⾚字 新規施策 

施策 ⽅向性３ 視点３ 
観光拠点 
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「居住・⼈⼝」の⽅針を達成するため、施策の⽅向性として、「空き家と空き地の活⽤促進」、「⺠間主体の開
発の促進」、「若い⼈が市内に留まる環境づくりの推進」、「郊外部における開発の抑制・適地への誘導」を定めま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）関係性の強い現状・課題及び施策の方向性 

「居住・人口」の具体施策 ６-２ 

 
空き家と空き地の 

活⽤促進 

 
若い⼈が市内に留まる 

環境づくりの推進 

 市全域 

 
⺠間主体の 
開発の促進 

 
都市機能誘導区域・居住誘導区域 

（中⼼エリア・⽤途地域） 

◇地価の動向 
 全体    平成２年（1990 年） 平成７年
（1995 年）をピークに減少し続けている。 

◇空き家・空き地の状況 
・⽤途地域内の空き家数は 1,522 ⼾ ⽤途地域外
の空き家数は 616 ⼾ 計 2,138 ⼾ 空 家  
る。特に⽤途地域の古くからの市街地で多くなってお
り、市街地の⼈⼝減少、賑わいの低下に繋がってい
ると考えられる。 

 

◇開発動向 
・開発⾏為 ⽤途地域内 11 か所、⽤途地域外で
41 か所、農地転⽤は⽤途地域内で 70 件、⽤途
地域外で 255 件、新築は⽤途地域内で 255 件、
⽤途地域外で 494 件といずれも⽤途地域外の⽅
が多い。 

◇⼦育て・教育機能 
・幼稚園・保育所（園） 市内 広 範囲 ⽴地 
ている。 
 本市   卒業    若 ⼈ 仕事 求  市外
に出ていくことが多く、20 代 流出 最 多   

◇労働状況 
・本市の労働⼈⼝は減少し続けている。 
 本市 労働⼈⼝    丸⻲市 三豊市 働 ⼈
は横ばい傾向にあるのに対して、市内で働く⼈が減
少している。 

 
郊外部における開発の 
抑制・適地への誘導 

施策の⽅向性１ 施策の⽅向性２ 

【再掲】空き家の分布 

施策の⽅向性３ 施策の⽅向性４ 
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■空き家と空き地の活用促進に関する具体施策 

古    ⾨前町   発展  市街地     空 家 空 
地 多    有効活⽤            空 家 空 地
 集約 活⽤     市街地  居住 活動 可能性 ⾼ 
   努       以下 具体施策 展開     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）具体施策 

 
－ 具体施策 － 

 
◇空 家 活⽤     事業 推進 
◇移住 定住 関            事業 推進 

 新  都市     確⽴  魅⼒ 住             移住 定住 関  情報  映像 
  利⽤  広 市内外 発信 

          醸成 地域             育成 
◇住   受⼊体制 整備 

 住宅 建設       対  ⽀援制度 充実 空 家情報 発信 
 三世代同居 推進策 検討 空 家 利活⽤ 検討 
 市外在住者   移住 定住 促進 

⾚字 新規施策 

空 家 空 地 活⽤促進 
施策 ⽅向性１ 

視点１ 
空き家・ 
空き地 
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■民間主体の開発の促進に関する具体施策 

財政縮⼩ ⼈員削減等 背景   ⾏政単体 地域    難  
状況          ⺠間 主体   地域    気運 ⾼  ⾏
政 ⺠間 ⼀体    市街地更新 ⽬指  以下 具体施策 展
開     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⾚字 新規施策 
 

－ 具体施策 － 
 
◇創業 起業 促進 

 事業店舗等 改修費補助   経済的⽀援 
 関係機関  連携⽀援 
 区画再編等           創出 担 ⼿   ⼈材 団体 育成 
 

◇低未利⽤⼟地利⽤等指針 検討 
 既成市街地 再編 検討 
          駐輪場 集配⽤    待機場所等 整備 

⺠間主体 開発 促進 
施策 ⽅向性２ 視点２ 

⺠間開発 

⾚字 新規施策 
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－ 具体施策 － 

 
◇結婚 希望  男⼥  ⽀援 

 地域団体 ⺠間事業者等  連携   男⼥ 出会  機会 創出 
◇妊娠期   切 ⽬   ⽀援体制 構築 

 不妊治療 対  ⽀援  出産 ⼦育   総合的 ⽀援体制 構築 
 ⼦育     環境    推進 

◇保育     充実 
 多様化      対応     特別保育 充実 
 保育環境改善    施設整備 

◇学校教育 充実 
 学⼒ 向上 特別⽀援教育 推進 ⼼ 問題  対応 ⼦   安全 確保 学校教育施設 設備 

整備充実 教育機器 整備 学校教育 充実 
 IT 企業 専⾨学校等 連携  IT 教育 推進 

◇雇⽤就業機会 確保 
        商⼯会議所等 関係機関 市内事業所 連携  既存事業所 ⽀援 就職相談 情

報提供 職業斡旋   集  雇⽤ 安定 雇⽤機会 拡充 推進 
 定住⾃⽴圏域就職⾯接会 開催 
 外国⼈労働者 雇⽤促進 

◇市内産業 活性化⽀援  
 ⺠間住宅     ⽀援     市内 ⺠間需要 創出 
 商⼯会議所  連携 融資資⾦ 預託   商⼯振興事業 
 観光産業 ⼀体    雇⽤ 創出 
         活⽤  ⾷産業 育成 

◇勤労者福祉 充実 
 市内 勤労者 対  ⽣活 住宅 ⾵⽔害等 災害特別融資 資⾦ ⾦融機関 預託  

◇市内企業 ⼤学 専⾨学校 連携  雇⽤ 結    

■若い人が市内に留まる環境づくりの推進に関する具体施策 

⼤学 専⾨学校 ⾃衛隊等    多  若 ⼈ 市内 在住  
  ⼀⽅ 卒業 異動等 市外 流出          働 機会 
創出 ⼦育  教育 機能充実 図  若 ⼈ 住 続    思 
   ⽬指      以下 具体施策 展開     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若 ⼈ 市内 留  環境    推進 
施策 ⽅向性３ 

⾚字 新規施策 

視点３ 
雇⽤・⼦育
て・教育 
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■郊外部における開発の抑制・適地への誘導に関する具体施策 

⽤途地域 都市     化 進展  ⼀⽅ ⽤途地域外   
 ⼈⼝ 増加 ⾒      市街地 拡⼤ 進          
開発圧⼒ ⽤途地域内等 誘導  郊外部    農⽤地 守  
   市街地 拡⼤ 抑制       以下 具体施策 展開  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
－ 具体施策 － 

 
◇農地 保全 活⽤ 

 遊休農地 解消 向  （公財）善通寺市農地管理公社 活⽤ 
 （公財）⾹川県農地機構 連携  農地 流動化 集積化 

◇⽤途地域等 都市計画制度 検討 
 特定⽤途制限地域 拡⼤検討 
 ⽤途地域 拡⼤検討 
 地区計画 積極的 活⽤ 

 

郊外部における開発の抑制・適地への誘導 

⾚字 新規施策 

施策 ⽅向性４ 
視点４ 

開発抑制 
 誘導 
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「連携・地域」の⽅針を達成するため、施策の⽅向性として、「誰もが使いやすい公共交通への再編」、「地域に
おける拠点の整備」、「誰もが暮らしやすい地域⽣活圏の構築」を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）関係性の強い現状・課題及び施策の方向性 

「連携・地域」の具体施策 ６-３ 

 市全域 

◇都市施設の状況 
 ⽤途地域内外 問   都市機能 広 分散     ⼀⽅公共施設  維持管理費⽤ 縮減 ⽬標 
し、今後 35%の総延床⾯積の縮減を⽬標          中 公共施設 ⽴地     考慮    集
約していくことが求められる。 

 市 拠点施設             公共交通 利便性等 考慮  中⼼部 集約    必要     
◇公共交通・連携 

 市内          市⺠   運⾏        琴参   丸⻲         三豊市       
    鉄道           少      ⽇便数 ５便 満       多    利便性 ⾼  
い。 

・地域と市街地を結ぶ公共交通の再編、公共交通の強化等が必要である。 
◇バリアフリー 

・市街地中央部を中⼼に、⽇常⽣活や社会⽣活におい
 市⺠   利⽤ 多 公共的 施設 集中    
地域を重点整備地区と設定している。 

◇拠点および連携軸 
・本市は、１つの中枢拠点と８つのコミュニティ拠点が位
置づけられている。 

・８つのコミュニティ拠点はそれぞれ中枢拠点と連携軸で
結ばれており、誰もが移動しやすい交通環境の整備を⽬
指している。 

 
誰もが使いやすい 

公共交通への再編 

 
誰もが暮らしやすい 
地域⽣活圏の構築 

 
地域における拠点の整備 

施策の⽅向性１ 施策の⽅向性２ 施策の⽅向性３ 
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■誰もが使いやすい公共交通への再編に関する具体施策 

鉄道 利⽤者 減少    鉄道 乗 換      ⾏      等 公共交通が利⽤者     応  
れていません。そこで、地域 交通結節点 設  市街地 強⼒ 結    公共交通    暮     都市
を⽬指し 以下 具体施策 展開     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）具体施策 

 
－ 具体施策 － 

 
◇公共施設 最適化 推進 

 施設 更新 統廃合 含  公共施設 効率的 運営管理 
◇国道 県道 整備要請 

 県道善通寺詫間線及 県道⻄⽩⽅善通寺線 事業中    引 続 国 県 対  整備要望 
⾏  

◇市道 整備 
 市道    計画的 効率的 事業 推進 安全 道路整備 維持管理 

◇安全 快適 道    推進 
 安全 道路環境 維持 

◇瀬⼾内中讃定住⾃⽴圏  連携 推進 
 限   ⾏政資源 有効 活⽤  多様化  住⺠    効果的 対応     中讃地域２市

３町（丸⻲ 善通寺 琴平 多度津     ） 瀬⼾内中讃定住⾃⽴圏  連携 推進 
◇市内        強化 

 公共施設 連携  乗換結節点 整備 
 善通寺駅    拠点性 強化 
 乗換        等 検討 
     型交通 検証 

⾚字 新規施策 

誰  使    公共交通  再編 
施策 ⽅向性１ 視点１ 

公共交通 
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■地域における拠点の整備に関する具体施策 

８つの⽣活圏ごとにコミュニティ拠点が分散しており、地域の拠点性が弱い他、公共施設の維持費⽤も増⼤し
ています。そこで、これからも地域の中で⽇常⽣活ができるよう、地域の拠点を明確にし、都市機能の再編・集約
を進めることとして 以下 具体施策 展開     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
－ 具体施策 － 

 
◇      施設 充実 

 地域提案型事業    地区公⺠館 ⼩学校   教育関連施設 利⽤  防災訓練      
 推進   各種事業 実施 既存施設 有効活⽤ 

◇      施設 統廃合 複合化 検討 
 公共施設等総合管理計画 基   着実 実施 

地域における拠点の整備 
施策 ⽅向性２ 視点２ 

地域  
拠点 

⾚字 新規施策 
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■誰もが暮らしやすい地域生活圏の構築に関する具体施策 

⼈⼝減少・⾼齢化の進展などから、地域でのつながりが希薄化してい
    ⽣活 不便              こで、8 つの⽣活圏を再
編することにより、⽣活圏の機能やつながりをより強固なものにしていくよ
う努め 以下 具体施策 展開     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－ 具体施策 － 

 
◇地域包括       推進 

 地域包括⽀援        24 時間体制  総合相談窓⼝ 各種介護予防事業 実施 
 ⺠⽣委員 児童委員 地区社会福祉協議会  連携 ⾼齢者等⾒守  SOS        ⾒守 

     事業   地域    ⾒守 体制 充実 
 ⾼齢者 障  者 ⼦     枠 外  地域共⽣ 地域 ⽀ 合  向  包括的 ⽀援 推進 

◇良好 住宅地 形成 
 昭和 56 年（1981 年）5 ⽉ 31 ⽇以前 旧耐震基準 建    住宅     耐震診断 耐震

改修 補助⾦ 交付 
 未接道住宅 解消 
 災害 強 居住地 形成 

◇                 
 ⾼齢者 障  者 活動範囲 拡⼤            両⾯ ⺠間事業者  連携 図  市

⺠ 利⽤  施設       化 推進   
       法 基  基本構想 特定経路 検討 

誰  暮     地域⽣活圏 構築 
施策 ⽅向性３ 

視点３ 
⽣活圏 

⾚字 新規施策 
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